


























昭和 51 年度研究成果の総括

　1.昭和 50 年度正常児における本課題の実態把握を試み,調査した結果,慢性

疾患の主なものは腎疾患,気管支喘息,外傷であり,学校嫌いが 15%であった。

　2.昭和 51 年度は,上記の 4大原因と長欠者養護の教育管理面の 5点につき専

門家の協力研究者の参加によって問題点の検討が行なわれ,焦点がかなり浮彫

になった。以下の如くである。


